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常
任
委
員
会
と
は
？

　

常
任
委
員
会
は
、
正
式
名
称
を
『
東
北
大
学
学
友
会
体
育
部
常
任
委
員
会
』
と

い
い
ま
す
。

１ 

活
動
内
容

　

(

ア)

運
動
部
の
サ
ポ
ー
ト

　

(

イ)

一
般
学
生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
運
営

　

(

ウ)

七
大
戦
・
地
区
大
の
運
営

　

よ
く
『
生
徒
会
の
体
育
会
版
』と
説
明
さ
れ
ま
す
。

２ 

活
動
場
所

　

東
北
大
学
川
内
キ
ャ
ン
パ
ス
の
川
内
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
棟
一
階

　

住
所
…
〒
9
8
0
ー

0
8
1
2　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
川
内
４
１

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
…
0
2
2
ー

7
9
5
ー

3
3
8
3

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
…jonin.taiikubu.tohoku@

gm
ail.com

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
電
話
な
り
メ
ー
ル
な
り
ど
う
ぞ
。

３ 

活
動
時
間

　

平
日
夕
方
４
時
半
～
６
時
半

　
　
　

放
課
後
は
大
抵
い
ま
す
。

４ 
活
動
し
て
い
る
人

　

大
半
は
運
動
部
か
ら
の
派
遣

　

一
部
は
一
般
学
生

　

派
遣
、
一
般
問
わ
ず
、
新
入
生
大
歓
迎
で
す
。

体育系文化系

（平成29年1月現在）

総
務
局

総
務
局
長　

吉
田　

か
の

　

総
務
局
の
行
う
仕
事
は
「
各
種
会
議
の
準
備
・
運
営
」「
渉
内
・
渉
外
活
動
」「
庶
務

全
般
」の
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
各
種
仕
事
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
す
。

１ 

各
種
会
議
の
準
備
・
運
営

　

体
育
部
に
関
す
る
各
種
会
議
の
開
催
に
あ
た
り
、
会
場
の
確
保
、
議
題
調
整
、

出
席
者
へ
の
連
絡
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
総
務
局
が
運
営
す
る
会
議
は
主
に
以

下
の
三
つ
で
す
。

(

ア) 

代
表
委
員
会

　

各
部
よ
り
選
出
さ
れ
た
代
表
委
員
で
構
成
さ
れ
る
毎
月
第
一
木
曜
日
を
原
則
と

し
て
行
わ
れ
る
会
議
で
す
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
代
表
委
員
五
名
以
上
の
要
求

が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
臨
時
に
召
集
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
体
育
部
常
任
委

員
会
と
各
部
と
の
情
報
交
換
の
場
で
あ
り
、
体
育
部
に
お
い
て
は
学
生
が
開
く
中

で
は
最
高
の
議
決
機
関
で
も
あ
り
ま
す
。

(

イ) 

体
育
部
役
員
会

　

体
育
部
長
、
副
部
長
、
各
部
部
長
、
理
事
、
幹
事
、
学
生
委
員
、
代
表
委
員
に

よ
り
構
成
さ
れ
、
体
育
部
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
最
終
決
定
す
る
機
関
で
す
。

　

予
算
配
分
、
体
育
部
施
設
の
準
備
、
規
約
改
正
、
部
の
新
規
加
盟
承
認
な
ど
が

重
要
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
年
一
回
、
六
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

(

ウ) 

部
長
会
議

　

体
育
部
長
、
副
部
長
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
代
表
委
員
会
の
顧
問
的
な
役
割
を
持

つ
会
議
で
す
。
体
育
部
長
が
必
要
に
応
じ
て
招
集
し
て
い
ま
す
。

２ 

渉
内
・
渉
外
活
動

　

体
育
部
と
各
部
、
教
育
・
学
生
支
援
課
、
他
大
学
、
各
種
競
技
団
体
な
ど
と
の

連
絡
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３ 

庶
務
全
般

　

各
種
名
簿
、
各
種
議
事
録
、
体
育
会
室
の
備
品
の
整
理
、
維
持
、
補
充
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
体
育
会
室
全
体
の
環
境
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
、
順
次
改
善

を
は
か
り
ま
す
。
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会
計
局

会
計
局
長　

村
上　

智
紀

　

会
計
報
告
に
先
立
ち
ま
し
て
、
御
多
忙
な
中
「
北
雄
」
の
発
刊
に
御
尽
力
頂
き

ま
し
た
各
企
業
の
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

会
計
局
の
任
務
は　
〝
入
る
を
量
り
出
で
る
を
為
す
〟　

こ
と
に
尽
き
ま
す
。
具

体
的
に
は
⑴
財
源
の
確
保
、⑵
予
算
の
作
成
・
執
行
、決
算
⑶
体
育
部
本
部
の
金

銭
管
理
及
び
運
用
、
の
三
つ
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

１ 

財
源
の
確
保

　

収
入
源
は
学
友
会
配
付
金
、
広
告
賛
助
、
前
年
度
繰
越
金
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

学
友
会
配
付
金
は
図
Ⅰ
の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
経
て
体
育
部
予
算
に
計
上
さ
れ
、
こ

の
額
は
総
予
算
の
８
割
以
上
を
占
め
ま
す
。
広
告
賛
助
は
、各
企
業
か
ら
「
北
雄
」

に
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と
で
頂
く
も
の
で
、
例
年
東
京
と
仙
台
を
中
心
に
し
て
賛

助
活
動
を
行
い
ま
す
。

２ 

予
算
作
成
・
執
行
、
決
算

　

支
出
総
予
算
額
は
１
で
述
べ
た
収
入
と
前
年
度
決
算
お
よ
び
新
規
事
業
の
必
要

性
を
鑑
み
て
決
定
し
て
い
ま
す
。
支
出
内
訳
は
本
部
予
算
、
各
部
配
付
金
、
次
年

度
繰
越
金
に
大
別
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。
本
部
予
算
は
前
年
度
決
算
に
基
づ
き

つ
つ
も
次
年
度
の
担
当
者
と
の
折
衝
を
重
ね
、
ま
た
各
部
配
付
金
に
つ
い
て
は
各

部
か
ら
会
計
状
況
の
把
握
の
為
「
資
金
調
査
資
料
」
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
何
度

か
予
算
折
衝
を
行
っ
て
作
成
し
ま
す
。

　

予
算
案
は
体
育
部
役
員
会
、
さ
ら
に
全
学
協
議
会
で
の
承
認
を
得
た
上
で
、
各

予
算
が
執
行
さ
れ
ま
す
。
年
度
末
に
は
、
予
算
に
応
じ
て
配
布
し
た
額
の
決
算
を

行
い
、
予
算
の
際
と
同
様
に
体
育
部
役
員
会
、
全
学
協
議
会
で
の
監
査
と
承
認
を

受
け
ま
す
。

３ 

体
育
部
本
部
の
金
銭
管
理
及
び
運
用

　

本
学
体
育
部
は
最
大
級
の
学
内
自
治
組
織
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
有
効
か
つ
適

切
に
運
用
す
る
に
は
、
１
、２
で
述
べ
て
き
た
こ
と
に
加
え
て
、
日
常
の
金
銭
収

支
に
常
に
目
を
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。実
際
の
執
行
過
程
に
お
い
て
は
、

物
価
の
上
昇
、
企
画
の
変
更
な
ど
必
ず
し
も
当
初
の
予
算
通
り
に
い
か
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
総
額
の
枠
を
守
る
よ
う
弾
力
的
に
予
算
執
行
を
し
て
い
ま
す
。

４ 

今
後
の
展
望
と
活
動
方
針

　

支
出
の
面
で
は
体
育
部
本
部
に
よ
る
各
部
の
部
員
や
一
般
学
生
に
向
け
た
学
友

会
費
還
元
事
業
の
充
実
を
図
り
つ
つ
も
、
内
訳
の
三
割
を
占
め
る
本
部
運
営
費
の

削
減
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
事
務
関
係
費
に
関
し
て
は
普
段
の

我
々
の
活
動
に
よ
り
削
減
が
可
能
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
来
期
以
降
も
実
行
の
予

定
で
す
。

　

今
後
と
も
「
最
小
の
投
資
で
最
大
の
効
果
」
が
上
が
る
よ
う
各
部
局
と
協
力
し

合
っ
て
体
育
部
全
体
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

競
技
局

競
技
局
長　

渡
邉　

沙
也

　

競
技
局
で
は
学
友
会
体
育
部
全
体
の
結
束
を
強
め
、
各
部
が
活
躍
す
る
た
め
の

環
境
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
仕
事
を
大
別
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

１ 

学
友
会
活
動
の
向
上
と
各
部
一
体
の
た
め
の
行
事

(

ア) 

Ｆ
．
Ａ
．（Freshm

en's A
ssem

bly

…
新
入
生
研
修
会
）

　

こ
れ
か
ら
の
体
育
部
に
お
け
る
活
動
に
役
立
つ
知
識
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
た

め
に
主
に
新
入
生
を
対
象
に
行
う
研
修
会
で
す
。毎
年
九
月
頃
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
部
活
動
に
て
活
躍
す
る
の
に
必
要
な
各
筋
肉
の
強
化
方
法
を
外
部
講
師
を

お
招
き
し
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

(

イ) 

Ｌ
．
Ａ
．（Leaders' A

ssem
bly

…
主
将
主
務
研
修
会
）

　

毎
年
各
部
の
主
将
主
務
が
集
い
、
部
の
運
営
上
の
悩
み
や
問
題
点
、
体
育
部
全

体
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
解
決
策
を
見
出
す
研
修
会
で
す
。
今
後
の
部
を
牽

引
し
て
行
く
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

　

又
、横
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た
め
に
、参
加
者
同
士
の
親
睦
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

２ 

各
部
の
活
動
の
評
価

(

ア) 

四
賞
・
学
友
会
長
賞
並
び
に
学
友
会
長
賞
特
別
賞
の
選
考
及
び
式
典

　

学
内
の
体
育
活
動
の
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
レ
ベ
ル
の
向
上
を
目
的
と
し
、
年
間
を

通
し
て
活
躍
し
た
優
秀
な
体
育
部
に
所
属
す
る
各
部
及
び
個
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。
(

イ) 

新
規
加
盟

　

体
育
部
準
加
盟
団
体
（
い
わ
ゆ
る
体
育
系
サ
ー
ク
ル
）
の
中
で
申
請
が
あ
っ
た

団
体
に
対
し
、
体
育
部
に
新
規
加
盟
し
て
も
良
い
か
、
代
表
委
員
を
通
し
て
審
査

し
ま
す
。
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事
業
局

事
業
局
長　

大
橋　

麗

　　

事
業
局
は
以
下
に
掲
げ
る
三
つ
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

１ 

学
内
体
育
の
振
興
と
底
辺
拡
大

　

大
学
に
入
学
す
る
と
大
抵
の
学
生
は
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
学
友
会
体
育
部
は
広
く
学
友
会
の
一
般
会
員
の
た
め
に
あ
る
も
の
な
の
で
、

前
述
の
よ
う
な
学
生
の
た
め
に
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
企
画
を

多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。

２ 

学
友
会
費
の
一
般
会
員
へ
の
還
元

　

私
た
ち
は
一
般
会
員
か
ら
の
学
友
会
費
を
利
用
し
て
活
動
し
て
い
る
の
で
、
一

般
会
員
に
対
し
て
何
ら
か
の
還
元
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
前
述
の
イ
ベ
ン

ト
が
こ
の
役
も
担
っ
て
い
ま
す
。

３ 

学
友
会
体
育
部
の
Ｐ
Ｒ

　

残
念
な
が
ら
学
友
会
体
育
部
の
知
名
度
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

は
広
報
局
も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
局
で
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
す
る
こ
と
で
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
学
友
会
体
育
部
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

以
下
に
、
事
業
局
で
行
う
年
間
行
事
を
挙
げ
ま
す
。

(

ア) 

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
４
月
）

　

新
入
生
に
学
友
会
運
動
部
に
ど
の
よ
う
な
部
活
が
あ
る
か
見
て
も
ら
う
た
め
の

企
画
で
す
。
各
部
の
新
歓
活
動
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(

イ) 

春
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
４
月
）

　

新
入
生
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
例
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

フ
ッ
ト
サ
ル
の
３
種
目
を
行
い
ま
す
。

(

ウ) 

北
雄
杯
駅
伝
（
６
月
）

　

毎
年
五
十
チ
ー
ム
程
が
参
加
し
、
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス
を
一
周
し
ま
す
。
一
般

学
生
の
参
加
が
少
な
く
、
Ｐ
Ｒ
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(

エ) 

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
11
月
）

　

学
祭
の
一
企
画
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
種
目
は
例
年
春
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
同

じ
で
す
が
、
全
学
生
が
対
象
で
、
規
模
も
大
き
い
で
す
。
毎
年
五
百
五
十
人
く
ら

い
の
人
が
参
加
し
ま
す
。

　

今
後
は
Ｐ
Ｒ
面
を
よ
り
強
化
し
、
一
般
学
生
の
参
加
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
課
題
で
す
。

広
報
局

広
報
局
長　

末
光　

貴
一

　

広
報
局
は
、
学
内
で
の
体
育
部
所
属
各
部
の
活
動
・
試
合
結
果
や
体
育
部
の
行

事
の
案
内
な
ど
を
一
般
学
生
に
紹
介
し
、
部
活
や
各
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
機
関
紙
『
北
雄
』
の
発
行
、

体
育
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
、
七
大
戦
等
の
広
報
が
あ
り
ま
す
。

１
．
北
雄

　

毎
年
四
月
に
発
行
さ
れ
る
機
関
紙
『
北
雄
』は
、
体
育
部
の
活
動
を
学
内
・
学
外

を
問
わ
ず
、
広
く
知
ら
し
め
る
た
め
に
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
で
六
十
一
号

と
六
十
一
年
間
欠
か
さ
ず
体
育
部
の
活
動
を
紹
介
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
各
部
の
紹
介
、
体
育
部
で
の
行
事
の
紹
介
を
主
と
し
て
い
ま
す
。
近
年
は

配
布
対
象
が
新
入
生
を
中
心
と
し
て
お
り
、
各
部
の
新
歓
誌
と
し
て
の
役
割
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
よ
り
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
、
東
北
大
学
で
の

学
友
会
体
育
部
の
活
動
の
認
知
度
を
あ
げ
、
学
友
会
体
育
部
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

２
．
体
育
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

体
育
部
内
の
競
技
局
や
事
業
局
で
行
う
行
事
の
紹
介
や
代
表
委
員
へ
の
お
知
ら

せ
、
学
友
会
体
育
部
に
所
属
す
る
部
活
の
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
、
戦
績
な
ど
を
随

時
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
よ
り
多
く
の
人
に
そ
れ
ら
の
情
報
を
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

３
．
そ
の
他
広
報
に
つ
い
て

　

他
に
も
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
学
友
会
報
道
部
と
の
連
携
等
、
東
北
大
学
学
友
会
体
育

部
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
た
め
広
報
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

渉
外
局

渉
外
局
長　

岩
城　

美
奈

　

渉
外
局
は
他
大
学
と
の
連
携
を
担
当
す
る
局
で
、
主
に
①
七
大
戦
と
②

U
N

IV
A

S

に
関
す
る
お
仕
事
を
扱
う
。

①
七
大
戦
（
全
国
七
大
学
総
合
体
育
大
会
）

　

年
に
四
五
回
開
催
さ
れ
る
七
大
学
体
育
会
の
会
議
や
、
隔
週
で
開
催
さ
れ
る
七

大
学
体
育
会
の
七
大
戦
担
当
者
の
会
議
に
出
席
す
る
。

②U
N

IV
A

S

（
全
国
大
学
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

　

現
在
（
令
和
３
年
度
）
東
北
大
学
が
加
盟
を
検
討
し
て
い
るU

N
IV

A
S

に
関
す

る
業
務
の
ほ
か
、
七
大
学
以
外
の
大
学
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
と
の
交
流
を
行
う
。

 

令
和
３
年
度
の
活
動

・
発
足

　

令
和
３
年
４
月
、
正
副
委
員
長
や
検
討
委
員
（
七
大
戦
担
当
）
の
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
て
、
渉
外
局
が
発
足
し
た
。

・
七
大
戦

　

第
61
回
大
会
（
令
和
４
年
度
）検
討
委
員
を
選
出
。

　

通
常
の
七
大
戦
業
務
と
並
行
し
て
、
第
61
回
大
会
実
行
委
員
会
と
し
て
の
業
務

を
行
っ
て
い
る
。

・UN
IV

A
S

　

新
た
に
設
置
さ
れ
たU

N
IV

A
S

の
学
生
部
会
に
、
学
生
部
員
を
１
名
応
募
し

選
出
さ
れ
た
。

　

U
N

IV
A

S

加
盟
に
向
け
、
学
友
会
体
育
部
内
の
合
意
形
成
を
進
め
て
い
る
。
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